
（別紙３）

～ 令和7年10月25日

（対象者数） 31 （回答者数） 24

～ 令和7年10月25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・学休日には公園や体育館へお出かけして、広々とした場所

で発散が出来るようにしていく。

2

・メリハリを身に付けていくためにも、アクティブな活動だ

けでなく、静の活動も取り入れていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・毎月日にちを決めて次月のプランを事前に話し合い、計画

的に予定を立てていく。

2

・必要に応じてこちらから電話連絡等を行い情報共有及び連

携を図っていく。

3

○事業所名 療育ケアMARINE RAINBOW 本山

○保護者評価実施期間
令和7年9月25日

○保護者評価有効回答数

令和7年9月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年11月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・外出活動があまり出来ていない。 ・スタッフの入れ替わりがあったので、なかなか実行できずに

いた。

・その日の活動内容の話し合いに力を入れ過ぎて、長期休暇前

に先を見通したプランの話し合いが出来ていなかった。

・学校との連携が出来ていないところがある。 ・学校によっては引き受け時に情報共有出来ないところとでき

るところがある。

・担当者による会議ができないと連携が希薄になりがちであ

る。

・若い男性スタッフが多いため、児童様のエネルギーを全力で

受け止めることが出来る。また児童様が親近感をもって接する

ことが出来る。

・アクティブな活動をたくさん取り入れることが出来る。

・運動をベースに、ゲーム性を取り入れた活動を多く行い、成

功体験を積んだり、発散ができるようにしている。

・スタッフ全員で毎日支援会議を含めたミーティングをしっか

りと行っている。

・学年や児童様に応じて、またそれぞれの課題に合わせて、都

度ミーティングにて活動内容を精査し、どの児童様も楽しめる

よう工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


